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令和７年度第２回箱根町総合計画審議会及び 

まち・ひと・しごと創生有識者会議 会議録 

 

１．日 時 令和８年１月 30 日（金）午後２時～４時 

２．場 所 本庁舎４階 第１～２会議室 

３．出席者【委 員】  

水野委員、髙畠委員、岡野委員、相良委員、出口委員、久保

内委員、田中委員、仁村委員、伊藤委員 

【箱根町】 

企画観光部長、企画課長、企画課副課長兼企画係長、企画係

主査、総合計画策定委託業者㈱さとゆめ 

４．内 容 

 １ 開会 

 ２ 議 題 

 （１）次期総合計画基本構想の考え方について 

（２）その他 

 

  

企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、令和７年度第２回目の「箱根町総合計画審議会

及びまち・ひと・しごと創生有識者会議」を始めさせていた

だきます。 

議事に入るまでの進行を務めます、企画課長の山内です。

どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、資料の確認をさせていただきます。資料は、当

日配付となり誠に申し訳ございませんでした。机上に「会議

次第」「委員名簿」資料１として「次期総合計画基本構想の考

え方について」、資料２として「箱根町総合計画策定のため

のアンケート調査報告書（単純集計）」、資料３として「箱根

町総合計画策定のためのアンケート調査報告書」、資料４と

して「団体ヒアリング結果概要」を配付しております。不足

等ございませんでしょうか。 

次に、この会議におきましては、前回に引き続き、皆さん

の前にある音声認識システムを使用します。 

お手数ですが発言の際は、右下のグレーのボタンを押す

と、マイクの先が赤く光りますので、その後に発言をお願い
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いたします。発言が終わりましたら、再度ボタンを押してく

ださいますようお願いします。 

それでは、議題に移りたいと思いますが、審議会の会長で

あります、田中委員からご挨拶をいただき、議事の進行につ

きましても会長にお願いしたいと思います。 

 

はい。田中でございます。前回に引き続きよろしくお願い

いたします。前回は、新しい総合計画をこれから作るという

ことで、基本的な体制や方法についての説明がありました。

今回からいよいよ、具体的な中身の検討に入っていくという

ことになります。おそらく総合計画の策定に関わるのは初め

ての方がほとんどではないかと思いますけれども、ご承知の

とおり、これから作る計画というのは、基本構想 10 年とい

うことで箱根町の 10 年後までを見通した計画ということに

なります。後ほど説明があると思いますが、今後、例えば人

口であるとか、産業の状況であるとか、どうなっていくのか

ということです。これは変えられない部分もありますが、変

えられる部分もあるわけです。例えば 50 年後 60 年後にこう

ありたい、あるいはこういうふうにしていきたいということ

があったときに、足元の 10 年間に何を目指し、何をするか

ということはとても重要だと思います。その意味合いで、10

年というのは、長いと言う人も短いと言う人もいると思いま

すけれども、10 年先以上の方向性を決定できるような重要性

を持ったものでもあるということです。総合計画の内容自体

は、主に役場が中心となり、案を作るわけですが、町民のた

めの計画ですので、そこはやはり皆さんが、どういうことを

考え、何を求めているのかということを十分に反映したもの

にしていく必要があると思います。そのためにこの審議会が

あると思いますので、ぜひ忌憚のないご意見をいただければ

と思います。少人数の会議ですので、ざっくばらんに、いろ

いろご発言いただければと思います。あと、先ほど紹介があ

った本日の資料ですが、通常、こういう会議の資料は、１週

間ぐらい前までにお手元に届けるのが原則ですが、事務局が

怠けていたわけではなく、私がいろいろ注文を出したために

当日配付になりましたので、私から先にお詫び申し上げてお

きたいと思います。 

それでは早速、議題１に入ります。「次期総合計画基本構



R7②箱根町総合計画審議会/まち・ひと・しごと創生有識者会議 会議録 

 

 
3/30 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画課副課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

想の考え方について」です。前回、事務局から次期計画の策

定方針が示されております。その中で総合計画は、基本構想、

基本計画、実施計画という、３つの計画によって構成される

と説明がありました。本日、検討していただくものは、計画

の骨子と言える基本構想、これを今後どのように考え、作っ

ていくのかといった基本的な考え方についての説明資料で

す。それでは資料の内容について、事務局から説明をお願い

します。 

 

それでは「次期総合計画基本構想の考え方について」ご説

明いたします。資料１の２ページをお願いします。現在の第

６次総合計画の取組と次期計画への課題等についてです。 

現行計画であります第６次総合計画は、将来像を「やすら

ぎとおもてなしのあふれる町―箱根」とし、６つの基本目標

を掲げ将来像の実現に向けて取り組んでまいりました。基本

目標については色を変えて下線を引いていますが、１から４

が暮らし分野、５が観光分野、６が行財政分野となっていま

す。下の表は、暮らし、観光、行財政、それぞれの分野で、

左から取組内容と成果、真ん中が第６次総合計画で取り組ん

だものの積み残した課題、右が新たに発生した課題を表記し

ています。取組内容については、だいぶ簡潔に記載していま

すので、分野ごとに様々な取組みをしていることだけご理解

いただければと思います。暮らし分野については、記載のと

おり待機児童ゼロの継続や給食費無償化など、切れ目のない

子育て支援や、健康づくり、福祉などで安全安心に暮らせる

基盤づくりを進めました。しかしながら、地域の担い手不足

による地域コミュニティの縮小や、生活利便性の向上に至る

までの課題は残されたほか、新たに外国人住民との共生とい

った課題が見えてきているものです。観光分野につきまして

は箱根ＤＭＯと連携した観光振興により、観光客数等はコロ

ナ禍前まで回復するなど、一定の成果が見えていますが、観

光業に係る人材不足はより深刻になっているほか、増えてい

るインバウンドへの対応、そして新たに観光客と住民との共

生といった課題にも対応する必要が出てきています。行財政

分野については、ＤＸによる住民サービスの改善や、ふるさ

と納税強化による財源確保などを行ってまいりましたが、町

の財政状況は依然厳しく、財源の不足が続いているほか、今
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後は物価高騰、人件費上昇など急激な環境変化の中、限られ

た予算での施策の取捨選択、事業再編などが求められていま

す。３ページをお願いします。ここからは、２ページの課題

を踏まえての町の現状についての説明になります。まずは人

口の推移です。皆さんご存じのとおり、町の人口はピーク時

から約半減しており、65 歳の老人人口の割合である高齢化率

は 37.6％と全国平均を上回っています。前回の計画での人口

ビジョンでは、５年ごとの目標人口を掲げた中で、平成 27 年

度は実績人口がマイナス 717 人と大きく開いていましたが、

令和７年度は、マイナス 20 人となり、マイナス幅がかなり

小さくなりました。これは、外国人住民の増加の影響による

ものと見られます。４ページをお願いします。外国人住民に

つきましては、ここ 10 年で人口割合が 1.5％から 8.9％まで

増加しており、令和７年は既に 1,000 人を超え、10％を超え

ております。次期計画では、外国人住民との共生を基盤とし

たまちづくりが必要となっています。５ページ、６ページは、

町の産業の構造が分かる資料としております。５ページは町

の産業別就業者数になります。産業別就業者数は、男女とも

に、宿泊業、飲食サービス業が多く、就業者の４割以上が宿

泊業や飲食サービス等の観光関連事業に従事して、本町の観

光産業を下支えしていることが分かります。６ページでは、

産業別生産額構成比になりますが、箱根町の総生産額のう

ち、やはり最も大きい産業は宿泊・飲食サービス業となって

いるものです。７ページをお願いします。観光の現状になり

ますが、過去 10 年間の観光客数は、平成 29 年、30 年と 2,000

万人を超えた後、台風 19 号や、新型コロナウイルス感染症

の影響を受け、一旦は減少しましたが、コロナ以降は徐々に

回復を見せ、令和６年に再び 2,000 万人に達しています。ま

た、宿泊施設内における観光消費額は 900 億円を上回るほ

か、令和６年の域内の消費額は、宿泊客 1,830 億円、日帰り

客 1,495 億円となり、3,300 億円と推計されています。８ペ

ージをお願いします。次期計画期間の人口推計です。次期計

画は、令和９年度から 18 年度までとなりますが、このまま

のペースで人口減少が進みますと、令和 11 年に１万人、令

和 17 年に 9,000 人を下回り、18 年までに 22.6％減少し、

8,743 人となる推計結果となっています。また、高齢者の割

合も徐々に増え、40.2％まで上昇すると推計されています。
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ここには記載がありませんけれども、先ほど説明しました、

外国人住民の増加も加味した数字ですので、このまま減少が

進みますと、同時に外国人の割合もかなり高くなると推計さ

れます。 

９ページをお願いします。箱根町の財政構造についてです

が、まず、歳入歳出決算額の推移です。黄色の折れ線が歳入、

棒グラフが歳出です。色分けが歳出の内訳となりますが、青

の部分が人件費や借入れ返済の公債費などの義務的経費、真

ん中のベージュ色部分が建設費などの投資的経費、緑色が物

件費などのその他の経費になります。固定資産税超過課税を

実施後は歳入が増えたほか、令和２年度はコロナ対策の給付

金等があったため、歳入歳出が増えています。また、５年度

は、投資的経費が増えたことにより、基金の取崩しを行った

ため、歳入が増えたものです。今後は、人件費の上昇や、先

ほど申しました借入れを返済するための公債費が増える予

定で、青の部分の義務的経費が増え、投資的経費やその他の

経費を圧迫する恐れが出てきています。 

10 ページをお願いします。財政力指数の推移と、財政運営

の実情です。財政力指数は、自治体が自前の収入などでどの

程度、行政サービスを賄える力があるかを示す代表的な指標

です。一般的に１を境として１以上あると、標準的に必要な

財政需要を自前の収入で概ね賄える、１未満ですと自前の収

入だけでは不足し、国からの地方交付税等で補う必要がある

とされており、箱根町は左下の表の青の数値になりますが、

１以上の高い水準となり、一般的には、国からの普通交付税

の要らない、裕福な自治体とみなされております。しかしな

がら、普通交付税の算定に当たっては、観光客を受け入れる

ためのごみ処理や消防に係る支出は、国が定めるサービスの

対象外となるため算定に入れられず、本町は歳入が不足して

いるのにも関わらず、普通交付税が受けられておりません。

右の表は、本町の観光まちづくりに係る経費をまとめたもの

ですが、歳出額は大変大きく、実際には非常に厳しい財政状

況に置かれております。 

11 ページをお願いします。今後の財政の見通しになりま

す。ベージュ色が歳入、青が歳出となります。歳入では、ふ

るさと納税による寄附金を見込んでも、今後の人件費や物価

の上昇、公共施設の更新等により、令和 10 年から 14 年の５
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年間で歳出が歳入を上回り、年平均 10 億円の財源不足が見

込まれております。それほどまでに、今後の本町の財政は厳

しいものになっていくと、ご理解いただければと思います。 

12 ページをお願いします。２ページ目でも課題としてまと

めておりますが、現在、そしてこれからの課題をまとめたも

のになります。暮らし分野では、生活の利便性の向上といっ

た、町民の暮らしの満足度の向上、外国人住民との共生、そ

して次世代の担い手の確保・定着、観光分野では、人材確保

だけでなく、量から質の観光への転換など、新たな観光の需

要に対する対応、住民生活との共生、行財政分野では、先ほ

どから町の財政状況を説明してきましたが、課題解決のため

の財源の安定的な確保や、歳入に見合った適切な予算配分な

どが一層求められています。13 ページをお願いします。これ

まで説明しました現状や課題を踏まえまして、次期総合計画

で目指すべきイメージ図になります。暮らし、観光、行財政

といった分野は、それぞれの分野と捉えがちですが、どれか

ひとつでも欠けてしまうと町の発展はなく、この３つの分野

をお互い補うものとして好循環となるよう、しっかりとこの

サイクルを回していくことが、今後、一層重要となると考え

ています。改めまして現状本町は、2,000 万人の観光客が訪

れる国際観光地であり、観光の分野では一定の発展が図られ

ていますが、町民生活については、後ほど説明しますアンケ

ート結果からも分かるように満足度は上がっておらず、転出

に歯止めがかかっておりません。また、観光の発展と相まっ

て、オーバーツーリズムに近い状況が顕著になっており、バ

スに乗れない、また、管理人のいない民泊が増えるなど、地

域の環境の悪化など、観光の発展が住みづらさにも繋がって

きています。また、観光客が増えているものの、町の財政状

況は好転せず、逆に、ごみ処理費用などの観光まちづくりに

係る費用が増えることで、財政状況は悪化しており、観光の

発展が町の財政、そして町民の生活の質の向上につながって

いません。また、今後の観光の発展には観光に携わる人材の

確保は必須となりますが、同時に、暮らしの満足度が高い、

住みやすい町でなければ住み働くことはできません。そうい

った、観光、暮らし、行財政、この３つの分野は、互いに支

え合うべきものですが、現状はこのサイクルがうまく回って

いないと言えます。このサイクルをうまく回すために、今後
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会長 

宿泊税の導入が予定されておりますが、観光の発展がしっか

りと町財政に潤いを与え、その財源を、町民生活、そして観

光にしっかり投資し、町民も、観光の発展が自分たちに還元

されていると実感でき、観光への理解協力を深められる。こ

のような好循環となるよう、これを 10 年間かけて安定的に

行える基盤づくりを目指していく、そのようなサイクルの図

になっております。14 ページをお願いします。ご説明しまし

た、サイクルの考えをしっかりと計画の基本として落とし込

んでいきたいと考えていますが、これまでの総合計画の検証

結果や、町民アンケート等によっても分かるように、これま

で総合計画に基づく施策に取り組んできたものの、長年の課

題は飛躍的には解決できておりません。その理由の一つは、

第６次総合計画を見ていただけると分かるように、これまで

の総合計画は、福祉や教育、観光など分野ごとに幅広く並列

に並べる、「何でもやります」といった、網羅型の考え方が中

心であったため、幅広い課題を扱える一方で、優先順位など

が見えにくく、町として集中して力を注ぐべき重要課題に人

や財源といった資源の分散化を招いてしまった結果と言え

ます。加えて、ここからは、人口減、人口構造の変化や、物

価や人件費の上昇、公共施設の更新問題など、状況も大きく

変化し、対応すべきことも増えていくと思われますが、先ほ

どから説明しているとおり、町の財政や人材確保はより厳し

くなっていきます。このような中でこれからの計画は、これ

までの「あれもこれも」ではなく、何を優先して行っていく

か、何をやめるか選択と集中の考え方がこれまで以上に求め

られます。よって次期の総合計画は、施策を広く並べる、こ

れまでの分野別網羅型の構成から大きく転換し、限られた資

源を重点課題に集中することで、３つの柱を好循環させて、

成果を最大化する戦略性を持って策定したいと考えており

ます。そのためには、総合計画の基本的方針とも言える、基

本構想の段階から、重点テーマや優先順位、成果指標等を明

確にし、その次の基本計画、実施計画、予算に直結させる構

成とするなど、町民の皆さんが基本構想を見て、10 年間の町

の考えに期待が持てるようにしていきたいと考えておりま

す。以上が、次期総合計画基本構想の考え方になります。 

 

はい。今ご説明いただいたこの資料１が本日のメインの資
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会長 

 

 

 

委員 

 

料となります。前半は、箱根町の実態に関するデータや分析

結果で、13～14 ページが最も重要な、今後の箱根町の在り方

あるいは基本構想はどういう方針でどんなものにするかと

いった点からも、少し時間をかけてご意見をいただきたいと

思います。資料の１ページから 12 ページは箱根町の現状と、

現状を踏まえての今後の見通し、そして課題について整理さ

れていますが、駆け足で説明していただいたので、十分消化

できない部分もあると思います。何か確認されたいこと、あ

るいは関連して何かご意見やご質問等ありましたらお願い

します。 

一点、私のほうから口火で申しあげますと、人口推計の資

料が８ページにありますね。次期総合計画の計画期間終了年

が令和 18 年、2036 年で、この時に箱根町の人口は 9,000 人

を切って 8,743 人という推計となっていますが、このうち外

国人の人口は何人という推計になっていますでしょうか。 

 

外国人人口の推計は令和 12 年まで行っており、令和 12 年

には 3,292 人と、3,000 人を超える推計となっております。

ただ、外国人については、出生率等のデータがないことから、

直近の増加率を用いて推計しています。今後どの程度外国人

が増加するか、国の政策によっても変わってくると思います

ので、この数字については大きく変化する可能性がありま

す。 

 

それでは令和 13 年以降は、横ばいでこの人口推計に入っ

ているということでしょうか。 

 

資料の人口推計については、外国人が含まれていますが、

日本人と外国人の人口の振り分けは行っていないものにな

ります。 

 

外国人人口を見込まないと、この推計値はもっと少なくな

る可能性があるということです。そういった目で見ていただ

きたいです。 

 

令和 12 年は外国人が 3,292 人で、令和 12 年までの外国人

の増加率を踏まえて、令和 18 年の人口を見込んでいるとな
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ると、令和 18 年の 8,743 人が劇的に減る可能性があると思

います。国では外国人を無尽蔵に受け入れているのではな

く、育成就労等で上限を決めていますから、受入上限に達し

たら外国人は現行制度上もう入ってこないことになるので、

令和 12 年までの増加率で、外国人が令和 18 年まで増えてい

くと想定してこの人口を見込むのは、かなりミスリードでは

ないかと思いました。令和 18 年の 8,743 人という数字が、

外国人増加を見込んだものである場合、先ほど申しあげたと

おり育成就労等の入国管理で、上限を超えては入ってこない

ので、もっと減る可能性があり、果たしてこの推計が正しい

かどうかは分からないと思います。極端に言えば、この令和

18 年 5,000 人ぐらい外国人が含まれているかもしれないと

なると、この推計をベースに総合計画基本構想を考えて良い

のかと感じました。 

 

社人研の推計の中では、外国人増加率を特出しして推計し

ているわけではなく、資料の人口推計に、これまでの外国人

の増加率が入っているわけではありません。この人口推計

は、単純に移動率と出生率・死亡率から算出されたものです。 

 

日本人人口ということであれば、その考え方で良いのです

が、箱根町のように人口規模が小さい割には、直近で外国人

人口の増加率が高いという場合には、やはり無視できないと

思います。それをどう見るかによって、だいぶ人口の在り方

が変わると思います。私のイメージとしては、外国人が増え

ているのは、若い働き手が、日本人がいなくなった部分を補

うような形で入ってきているのかなと思っています。箱根町

の人口減少分を補うような形で外国人が入ってきていると

いうよりは、お店などで足りなくなった部分で入ってきてい

るということで、一定の枠の中にははまると思っています。

要するに、事業といいますか、主に小売やサービス系の需要

の中で、足りない人手に対し、外国人が来ているということ

なので、直近の伸びのまま継続するわけではないと思ってい

ます。その辺り、今委員からご指摘いただいたように、外国

人の今後の動向をどの程度、見るのか見ないのかということ

も含めて、最も問われるところだと思うので、検討していた

だきたいと思います。 
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会長 

 

分かりました。一点補足しますと、この資料の人口推計は、

令和２年度の国勢調査のデータを基に推計していますので、

外国人急増分は反映されていないものになります。来年度に

公表されるはずである最新の国勢調査結果により、更新され

るものと思います。 

 

人口の部分で補足ですが、箱根町の人口は今 1 万 1,000 人

弱です。10 年スパンで見ると減少傾向ですが、直近５年ぐら

いで見るとほぼ横ばいで、自然減がありますので、人口１万

1,000 人弱を維持できているのは、外国人が一定数、必ず入

ってきているという現状があります。 

 

はい、ありがとうございます。その他いかがでしょうか。 

 

今は観光業、サービス業メインで、人が足りないから外国

人の誘致が進められているという状態になっていると思い

ますが、これから 10 年で業種の移行というか、一次産業の

発展を目指したほうが良いのではないかと私は思っていま

す。これからのまちづくりでメインの業種を切り替えていく

という構想はあるのでしょうか。 

 

冒頭の説明の中にもあったとおり、箱根町は観光立町と言

われており、その裏づけとして、いわゆるサービス業、第３

次産業従事者が、圧倒的に多いという構造の町です。後ほど

報告しますが、アンケート結果の中では、観光地であること

は誇りに思うとか、魅力ある観光地であり続けてほしいとい

うご意見がある一方で、観光業しかなく、観光業だけに頼っ

ていると、直近の例で言えばパンデミックが発生した時に

は、立ち行かなくなるという懸念があるので、観光以外の産

業も誘致や創出をしていくべきだというご意見もありまし

た。そういったご意見も踏まえながら、長年の課題として、

次期の計画でどのように取り扱っていこうかという考えは

持ってはいますが、現段階で方向性まで持っているものでは

ありません。 

 

観光が中心であるということは間違いないとしても、少し
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バラエティを持った産業構成という視点も、やはりいろいろ

な意味合いで、リスク管理やレジリエンスにつながります

し、必要かと思います。 

関連して、私からもよろしいでしょうか。７ページの観光

関係のデータ、特に宿泊者数も含めた観光客数ですが、この

グラフでは平成 27 年以降ですが、それ以前のデータを含め

て過去最高は 2,000 万人くらいかなと思います。2,500 万や

3,000万ということは過去にありませんよね。この年間2,000

万人というのは、箱根のキャパを考えたときにマックスと考

えていいのか、あるいはまだ余地があるのか。要するに今後、

観光を中心に発展していくという場合に、もっと観光客を受

け入れるような方向にいくのか、あるいはもうこれはキャパ

的に限界なので、観光客数自体は増やさないけれども、もう

少し中身を変えていく、という考えに繋がっていくと思いま

す。これは委員の皆さんにも、ぜひお伺いしたいのですが、

今の肌感覚として、年間 2,000 万人、宿泊客がだいたい 400

万人前後ですが、この人数が限度なのか、まだいけるという

ことなのか、あるいは、もっと受け入れるべきなのかどうか、

その辺りはいかがでしょうか。 

 

ご参考までに、過去最高の入込観光客数は、バブル期最終

年の平成３年（1991 年）の 2,247 万 4,000 人です。 

 

2,000 万人がマックスかどうかというのは、私はマックス

だとは思っていません。というのは箱根町で一次産業がどう

発展するかというのは、あまりイメージがわかないからで

す。箱根は国際的な観光都市ということを謳い、それにある

程度特化したほうが良いと思います。湯本の渋滞等、いろい

ろな課題への対応をどうしていくのかというのは、これから

いくらでも考えられると思いますので、やはり観光をまず一

大メインにするべきだと思います。それによっていろいろな

産業が成り立つし、人口も増加すると思っています。 

 

ありがとうございます。むしろ、もう少し増やしていく方

向を目指せば良いというご意見ですね。その他いかがでしょ

うか、別の観点でも構いません。 
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７ページに関して言いますと、例えば平成 29 年と令和６

年とを比べると平成 29 年の方が観光客数は多いですが、令

和６年の方が観光消費額が多いです。人数を求めるのではな

く、質を求めるといいますか、箱根に来てハンバーガーを食

べて帰るのと、フレンチを食べて帰るのと、どちらが良いの

かというとフレンチを食べてもらった方が良いに決まって

います。一人当たりの消費額が少なくても人数が増えれば消

費額は増えますが、せっかくＤＭＯがあるので、一人当たり

の観光消費額を増やすということを考えてもいいのかなと

思います。単純に人数だけではない面もあると思います。 

 

箱根に落としてくれるお金、一人当たりの単価を増やして

いくということですね。 

 

先日、寄木細工の発祥の地の畑宿に伺い、話を聞いたとこ

ろ、バスの団体旅行客は、寄木細工を買ってくれる方が多い

から大事にしたいのに、コロナ後からバスの団体旅行が激減

しているとのことでした。これについては、町が積極的に取

り組み、観光客に来てもらうようにしてもらいたいです。ま

た、職人も４軒だけとなり、人手不足が懸念されているとの

ことで、町で対応を検討してほしいとの意見がありましたの

で、お伝えします。 

 

はい、ありがとうございます。箱根が持っている観光資源

を十分に活用できていないということでもあろうかと思い

ます。 

 

観光客の件について、増えることは良いと思いますが、そ

れに伴い、現状でもごみの問題や渋滞の問題があり、そちら

を解決してからの方が良いのではないかと思います。増える

ことで、問題が山積すると思いますので、その辺を考慮して

ほしいと思います。 

 

当然、観光客が増えれば問題も増えていくということです

ね。いずれにしても、やみくもに増やしていくという方向に

はならないと思います。ただ、次期総合計画は、どのくらい

を目指していくのか、単純に人数だけではなくて、さきほど
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委員がおっしゃった、どういう内容の観光をしていただくの

か、これについては箱根町が何を提供するかということと表

裏一体になってくると思います。そのことを認識しつつご検

討いただければと思います。 

一点、私からコメントしたいのですが、11 ページの中長期

財政の見通しについてです。これは現状ではなくこの先、財

政の歳入歳出がどうなっていくかという数字です。実はこの

財政見通しというのはとても難しく、どの程度正確に算出で

きるのかという問題はありますが、一定の前提条件のもとで

計算しているものになります。グラフの右上の枠の中に説明

がありますが、この見通しはふるさと納税寄附金を 26.7 億

円で毎年計上しています。ですから、このベージュ色の歳入

には、毎年 26.7 億円のふるさと納税の歳入が入っていると

いうことを踏まえたうえで、見ていただきたいです。つまり、

ふるさと納税が無かったら26.7億円分が減るということで、

即財政難という状況です。ふるさと納税というものは、あぶ

く銭であると、私は考えています。要するに、増えることも

ありますが、何かあったら入ってこなくなる歳入ということ

です。 

箱根町の現状と今後は、ふるさと納税が一定額ないと厳しい

状況であるということをご認識いただきたいと思います。 

 

会長のお話で思い出しましたが、令和 10 年度から予定さ

れている宿泊税については、この中に盛り込まれているので

しょうか。 

 

この中には入っていません。 

 

宿泊税が導入されれば、状況は改善するのでしょうか。 

 

ある程度改善はされると考えています。 

 

確かにそのとおりです。宿泊税が入ってくれば、少し改善

するかと思います。他にいかがでしょうか。特になければ、

次に進ませていただき、改めてこの内容でご質問を受けたい

と思います。 
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それではアンケート結果について簡単に報告いたします。 

資料２、１ページ目をお願いします。今回のアンケートに

ついては、次期総合計画・総合戦略の策定に当たり町民ニー

ズ等を確認するため、昨年 10 月に実施しました。調査対象

は、箱根町に在住の 18 歳以上の男女の中から無作為に抽出

した 1,500 名を対象とし、調査方法は郵送にてアンケート用

紙を配布、回答は郵送による返信か、またはウェブでの回答

としました。アンケートの回答数は 386 票、回収率は 25.7％

となりました。前回策定時のアンケートでは 30.7％でしたの

で５ポイント低くなっています。その要因としましては、前

回のアンケートでは、対象を年代ごとにほぼ同数、例えば 20

代を 200 名、30 代を 200 名、40 代を 200 名といったように

していましたが、やはり 20 代 30 代の回答数が少なかったこ

とから、今回はできるだけ若い層の意見を反映すべく、前回

より送付対象の 10 代～30 代の比率を多くしたため、結果と

しては全体の回答数は少なくなったものです。しかしながら

今回は、10 代～30 代の回答数が前回より多くなっています。

回答いただいた方の性別、年齢につきましては２ページ目、

居住地域、職業居住地域については３ページ目、居住歴、世

帯については４ページ目にまとめていますので、後ほどご覧

ください。５ページ目をお願いします。幸福度についてです。

幸福度については、前回のアンケートでも聞いていますが、

これまでは「あなたはどの程度幸せですか」という聞き方を

していました。ただ、その人が幸福かどうかは、様々な事情、

様々な立場や要因で判断されるものと思います。そうなる

と、町としてどう改善していくかが難しいということで、今

回は、「箱根で暮らすことについてどの程度幸せですか」と

聞き方を変えています。回答の平均値は、中央値である５よ

りやや高い 5.97 となりました。問２の愛着については、「あ

る程度愛着を感じている」が最も多く、「とても愛着を感じ

ている」と合わせると 81.4％の人が、箱根町に愛着を持って

いる結果となりました。６ページをお願いします。定住意向

についてですが、「住みやすい町ですか」という質問に対し

ては全体で 57.8％の人が住みにくいと感じており、住みやす

いと感じている人を上回っています。下段の住み続けたいか

については、「できれば住み続けたい」が最も多く、移りたい

という回答より住み続けたいという回答が上回っています。
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前の質問で住みにくいと考えている中でも、できれば住み続

けたいと考える方が多いという結果となっています。７ペー

ジをお願いします。住み続けたい理由につきましては、表の

とおり、自然環境、また、今の住居に住み続けたい、愛着が

あるから等が上位となっています。８ページをお願いしま

す。移りたいと回答した方に対しての質問になりますが、移

りたい理由としては、やはり買物、医療環境、また、車がな

いと生活できないといった、移動手段によるものが多くなっ

ており、前回のアンケート結果とほぼ同じ結果となっていま

す。今回、移りたい理由が解消されれば住み続けたいかとい

う質問を追加しましたが、解消すれば住み続けたいとの回答

が多く、課題解決が転出を防ぐことに繋がると言える結果と

なりました。10 ページからは、分野別のまちづくりについて

の質問ですが、現行計画に掲げるまちづくりの各施策の現状

満足度については、10 ページの一覧で見ますと交通、次に保

健医療の項目で不満、やや不満といった不満度が高くなって

おります。11 ページから 16 ページまではその内訳ですので、

後ほどご覧ください。17 ページをお願いします。町（町政）

の課題についての質問です。この課題については、「買物や

医療など生活に必要な施設の不足」が最も多く、次いで「湯

本付近をはじめとした交通渋滞」と、従来からの町の課題が

挙げられていますが、今回は、「外国人観光客の増加等によ

る地域住民への影響」といった回答も多く見られています。

18 ページをお願いします。第６次総合計画の評価とも言え

る、町の課題に対する変化の感じ方ですが、交通渋滞、買物

環境、医療体制、子育て環境、地域コミュニティ、といった

項目で質問をしましたが、全ての項目で「変わらない」とい

う回答が多く、交通渋滞などは悪くなったという項目も見ら

れました。現状では、やはり良くなったと変化を感じ取れる

回答が少なかったことから、現在の町民の課題感をいかに改

善していくか、どう取り組むかが次期総合計画の課題と言え

ると思います。次に、21 ページをお願いします。観光につい

て今後力を入れていくべき施策につきましては、「人材確保

を含めた受け入れ態勢の維持」が最も高く、次いで「新たな

観光の魅力の発掘」となっております。問 14 については、

観光についてのアイデアを自由意見でまとめたもので、21 ペ

ージから 23 ページまで様々なご意見をいただいています。
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後ほどご覧ください。23 ページの問 15、24 ページの問 16 に

つきましては、町内で働き続けたいかといった質問で、約半

数の方が働き続けたいと回答しております。25 ページをお願

いします。課題のひとつでもあります、若者の定住への対応

については、労働環境の改善、移動手段の確保が高くなって

います。旅館ホテルといった勤務形態や、免許や車を持って

いる若者が少なく、移動手段が限られるといった課題を確認

できる結果となっています。次に 28 ページ、今後の人口減

少の中での課題や不安について、自由意見でいただいたもの

です。やはり、生活の利便性がさらに悪くなる懸念や、観光

業での人材不足など、様々な観点からご意見をいただきまし

た。最後に 30 ページ以降は 10 年後、20 年後の箱根町のあり

方についての回答になりますので、後ほどご覧ください。以

上が資料２の説明になります。資料３の横版のアンケート結

果報告については、ただいま説明しました項目を年代や性別

ごとに集計したものになりますので、また後ほどご覧いただ

ければと思いますが、その中で特に、とりわけ 18 歳から 39

歳までの若い女性の定住意向の低さが浮き彫りとなってい

ます。次に資料４、「団体ヒアリング結果概要」についてで

す。こちらも策定に向けて、町の各分野の事業者団体に対し

てヒアリングを行ったものです。ヒアリング先や内容は、２

ページのとおりです。３ページは分野ごとの事業者や団体の

意見、４ページは暮らし、観光、行財政の分野別に意見を簡

潔にまとめております。やはりどの事業者団体からも、人手

不足による活動等の課題が挙げられています。例えばバス会

社にとっては、人手不足の中で交通渋滞による影響が深刻で

あることや、多くの団体から観光と生活の両立を望む声が聞

かれました。こちらも後ほどお目通しください。説明は以上

です。 

 

はい、基本的なメインの資料を補足する情報ということ

で、アンケート調査結果と団体ヒアリング結果の説明をして

いただきました。 

 

アンケート結果の８ページ、移りたい理由は何ですかとい

う質問への回答で、日常の買物が不便とか、車がないと生活

できないからというものがあり、13 ページに、「道路・交通
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道路や公共交通が整い、安全で移動しやすい」という分野別

まちづくりに対し、不満とやや不満という回答割合が 78.2％

と、約８割の方が不満を感じています。前回の会議でお話し

した、各地域のコミュニティバスですが、これはとても重要

だと考えています。昨晩、宮城野地域では、地域包括支援セ

ンター主催で、地域ケア会議を開催しました。その中で、高

齢になり免許を返納し、車で移動できなくて困っている高齢

者をどうしようかという話になりました。それで箱根老人ホ

ームの車両を使い、運転手はボランティアでお願いして運営

しようかという話になりましたが、老人ホームの車を使う場

合、保険代とかガソリン代はどこから出すのかという話にな

り、それは当然町だが、町だと実現まで時間がかかるという

話から、社会福祉協議会が使用しているコミュニティバス、

今は仙石原でニコニコ号として運行していますが、その車両

が木曜日以外は空いているということで、それを使えば、社

会福祉協議会の中では経費を計上してあるので、宮城野地域

で使っても良いという話になりました。宮城野地域では強羅

が３年前からコミュニティバスを運行する予定で動いてい

たものの、途中で頓挫してしまったので、強羅をモデル地域

として先に実施することになり、その後二ノ平・宮城野で実

施することになっていますが、将来的には社会福祉協議会で

はなく、やはり町がコミュニティバスを全町各地域で運行し

た方が良いと思いますので、そういったことについて、ぜひ

入れてほしいと思います。 

 

今、委員さんからコミュニティバスについて、地域の足の

確保ということで町でも大きな課題、以前からの課題として

認識しています。前回の会議のときにもお伝えしましたが、

町民の満足度を上げていくためのひとつの大きな取組みと

して、ニーズがあるということは十分認識していますし、し

っかり計画にも入れるようにしていかなくてはいけないと

考えているところです。 

 

アンケート調査では、毎回、出てくる課題は変わっていな

いですね。何らかの対応をすれば、町民の意識が変わること

は明らかなので、どこまでできるかという問題はあるにして

も、地元の方が率先して行動しているので、そろそろ本腰を
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入れて、それをサポートするような形で、前向きに検討いた

だきたいと思います。その他いかがでしょうか。 

 

資料３の５ページで、今副課長からコメントがありました

が、20 年後 30 年後を見据えて、今後 10 年間何をしていくか

ということを考えた時、今すぐできるというものはないと思

いますが、何か大きな課題がこの５ページにあるわけですよ

ね。女性の 18 歳から 39 歳で、「ずっと住み続けたい」「でき

れば住み続けたい」という人が圧倒的に少ない。最近よく言

われることですが、昔は男性が地方から都会に出て、女性が

地方に残っていましたが、今は全く逆で、男性が地方に残り、

女性が都会に出てしまう。地方は男性が多くなり、女性が少

なくなったので、人口が減っているというのが、今の地方の

人口減の原因のひとつではないかと言われています。まさに

箱根はその典型だと思います。18 歳から 39 歳女性が出てい

きたいというのは、皆さんも消滅可能性都市という言葉をお

聞きになったことがあると思いますが、具体的な年齢は失念

しましたが、だいたい 20 歳から 40 歳くらいまでの女性が今

後数年間で減少することで子どもも人もいなくなり、将来的

に消滅してしまうかもしれないという考えです。資料を見ま

すと、箱根は消滅可能性が高いなと感じました。今すぐでき

る対応はもちろんやっていただきたいですが、なぜ 18 歳か

ら 39 歳の、特に女性がこう思っているのか、その点は分析

が必要ではないかと感じました。委員お二人は、逆に箱根に

移住して来られた方なので、なぜ箱根を選ばれたのか、改め

てお聞きしたいです。 

 

ありがとうございます。委員お二人は、移住した理由や、

移住後に感じていること、周囲の方の反応など、ぜひお聞か

せください。 

 

まさに私は 18 歳から 39 歳の年代に当てはまります。町外

から転入してきて、今後も住み続けたいという意向を持って

はいます。ただ、出会いが少ないというのは感じているとこ

ろです。でもそれは、箱根町は観光業が主要な産業で、そこ

に携わる方々が若者も含め、多くがシフト制だったり、夜勤

があったり、そういう勤務形態が、なかなか出会いに繋がり
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にくいということ、あとは車通勤が多いことや、各地域が山

間で点在しているので、なかなか他の地域との交流がしにく

いということが理由としてあると思います。私自身は夫婦の

世帯になりましたが、婚活をするのは本当に大変でした。町

の企画課が中心となり、若者の交流イベントなどを企画して

くださったので、そういったイベントにも参加しましたが、

そもそも、そういった場に人を集めるということ自体が箱根

町の傾向として、なかなか難しいという実態はあると思いま

す。 

 

資料３の７ページの移りたい理由で、遊ぶ場所、楽しめる

場所が少ないとか、交通渋滞が多いとか、車がないと生活で

きないというのは、女性にとって不利な部分が理由として目

立っていると思いました。私の場合は、自然が大好きなので、

今の環境はかなり気に入っています。ぜひ森林を保護するこ

とに注力してほしいと思います。しかし、私の世代の女性で

すと、虫や動物が怖いという意見があるとは思います。遊ぶ

場所となると、小田原も昔と比べると遊ぶ場所がかなり減っ

てしまい、観光客向けのお店が多くなっているので、小田原

よりもっと県央の方まで行かないと、遊ぶ場所がないのでは

ないかと思います。私の場合は今の環境が楽しいので良いで

すが、もっとリアルな女性の声を取り入れ、小回りのきいた

施策を考えてほしいと思います。 

 

今のご意見に私の個人的な観点から補足をさせていただ

くと、やはり遊ぶ場所がない。特に夜、若い人たちが集まれ

る場所がないというところは、箱根町の愛着形成という部分

に大きく関わってきているのかなと思っています。私が働い

ている美術館で、2023 年に夜間開館のイベントをしました。

夜に美術館を開けて、その中でいろいろな催し物や、飲食の

提供をし、箱根在住在勤の方々をご招待しました。とても多

くの方に来場いただき、日頃そういう場がないということ、

そういうニーズがあるということを実感しましたので、この

場で共有させていただきます。 

 

若い世代の女性のこのアンケート結果は非常にショッキ

ングで、特徴的ですね。今お二人がおっしゃったことは、ヒ
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ントになると思います。この 18 歳から 39 歳の女性、働いて

いる方とそうではない方とを分けると、傾向が少し違うので

はないかと思います。18 歳から 39 歳と言っても、女性の中

には様々なステージの人がいるかと思いますので、ステージ

ごとに分けてみるのも良いとも思います。ただ、そうすると

サンプルが少なくなりますので、明確な傾向が出てくるかど

うかが分かりませんが、この世代の女性がポイントだという

のは確かですので、まず分析をしていただきたいと思いま

す。その他いかがでしょうか。 

それでは、もう一度、資料１をお開きいただきたいと思い

ます。特に 12～14 ページが、これから策定する基本構想の

内容にかなり直接的に関わってくる部分です。12 ページは、

課題ということですが、対応策も書かれています。アンケー

トから読み取れたようなことも、こちらに含まれていると思

います。13 ページが今後の箱根町のあり方を概念的に表した

ものということで、観光、暮らし、行財政がうまく連関して

いくような姿を想定している。14 ページでは、基本構想につ

いて、少し絞り込み重点的に取り組むべきものを、はっきり

分かるように作っていきたいという趣旨のことが書かれて

いるのかなと思います。こちらが、恐らく次回出てくる基本

構想の素案に反映されてくると思いますので、これを中心

に、またそれ以外にも、本日説明があった他の資料について

のご質問ご意見もいただければと思います。 

 

13 ページのこのサイクルを踏まえて、私が収集した情報の

共有をさせていただきたいと思います。 

先日、旧街道を甘酒茶屋の辺りまで行き、景観を見てきま

したが、杉ばかりが生えているのが分かりました。少し寄木

細工の勉強もして、寄木細工のパンフレットには、寄木細工

は箱根山系の豊富な樹種から作られていると記載がありま

したが、国立公園であるため、実際には伐採ができないそう

です。海外や国内各所からの材木を使用しているとのことで

した。これは防災の面になりますが、杉というのは寿命が平

均 500 年くらいで、今の杉が何歳なのかは分かりませんが、

江戸時代に東海道が整備された頃に植えられたものである

なら、寿命が迫っていると思います。そうすると、最近は豪

雨が多いですが、土砂崩れの可能性が出てきます。景観とし
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ても、日光だと紅葉時期は真っ赤できれいですが、箱根は常

緑樹が多いから秋になっても同じ景色だと思いますので、広

葉樹にすれば、広葉樹は根が深くて土をしっかり掴むので、

土砂崩れ等の災害にも強いですし、景観的にも紅葉がきれい

で、観光面でも良い。さらに、林業が発達すれば、仕事が増

えるので、人も増えて町も潤うということに繋がってくると

思います。まず防災面から、樹齢に関しての調査と、付随し

て、国立公園内という理由で伐採できないのであれば、国と

の話し合いなどもお願いしたいと思います。あと、トラスト

募金について、募金したいと思っても、募金額が見当たらな

くて、先日畑宿で初めてトラスト募金の募金箱を見つけたの

で、あるだけの小銭を入れてきました。募金箱が少な過ぎる

ので、大きな駅などに募金箱を設置していただき、財源の一

部にできるくらい集めてほしいと思います。それと、寄木細

工自体が、箱根町の大切な文化でありながら、保護されてな

いのが現状であるらしく、海外で盗作のようなものが安く売

られているようなので、町としてしっかり保護していただき

たいと思います。自然を大切にし、自然の調査等で仕事を作

り、人も増えていく、というイメージで、サイクルのひとつ

として考えていただきたいと思いました。 

 

森林の話と、箱根トラスト募金、あとは寄木細工の保護の

３点のお話がありましたが、事務局いかがでしょうか。 

 

まず杉並木につきましては、旧街道の杉並木の保全・活用

ということで、10 年計画で毎年度エリアを区切ってしっかり

調査を行い、どのような手立てをしていくかという対策は既

に始めています。ご懸念いただいている部分については、保

全を行いつつ、杉並木を見に行きたいという観光客の方にも

応えるために、町としても力を入れていかなくてはいけない

という考えのもと、既に取り組んでいます。それと、町有林、

例えば畑引山等がありますが、委員がおっしゃるように景観

も楽しんでいただきたいという思いで、広葉樹への転換を、

伐採し植樹を行い、針広混交林を目指す森づくりをしていこ

うというコンセプトで取り組んでいます。ただ、行政はＰＲ

が下手だとよく言われるとおり、良い取組みがなかなか伝わ

っていないという部分は常々反省しておりまして、本日冒頭
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に会長のご挨拶でもありましたように、総合計画は行政のた

めではなく町民のための計画だという認識をいま一度しっ

かりと持ったうえで、様々な取組みを考えていきたいと思っ

ています。それから、トラスト募金につきまして、募金箱は

町内に 60 数ヶ所設置しております。トラスト基金を活用す

ることで自然保護事業ができている部分が大いにあります

が、実情として、基金は目減りをしてきている状況です。何

とかテコ入れを行い、寄附の拡大を考えて、募金箱以外にも

ワンクリックで寄附ができるようなことも考えているとこ

ろです。貴重なご意見として受け止め、しっかり取り組んで

いきたいと思います。 

 

杉ばかりが植樹されているということですが、国有林はも

う、手も足も出せないのでしょうか。杉並木として整備して

いる箇所はそれで良いと思いますが、杉でなくてはいけない

のかどうか、その辺りは分かりますか。 

 

国有林ですので、伐りたいと言って、どうぞというわけに

はいかないと思いますが、危険木については伐採のお願いが

できると思います。箱根町は、安全という観点、景観という

観点、両方を持っていないといけないと思っていますので、

そういった観点から要望という形で対応ができると思いま

す。ぜひそういった声をお聞かせいただき、しかるべき対応

ができれば良いと思います。現状は、国有林だから何もでき

ないとは考えておりませんし、そういったニーズがあるので

あれば、しっかり取り組んでいかなければならないと思いま

すので、ぜひまた情報をください。 

 

グーグルマップで衛星写真の画像を見ることができます

が、お寺の所有地ですと、いろんな樹種が保護されているこ

とが分かります。ヒメハルゼミという珍しいセミも生存でき

ています。先ほどおっしゃったように、杉並木の部分は杉を

植えたとしても、箱根は寄木細工ができただけあって、おそ

らく昔はいろいろな樹種が植わっていたと思います。繰り返

しになってしまいますが、防災の面でも、今後災害が起きた

時に観光業が下火になってしまう可能性も踏まえて考える

と、林業についても考えていただきたいです。国による林業
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の雇用サポートも始まっているようで、南足柄市の大雄山で

は求人が出ていましたが、箱根では無いようでしたので、国

有林だから手が出せないということではなく、町で変えてい

けるような話し合いをしていただきたいと思います。 

 

資料１の 13 ページのサイクルには、暮らし、観光、行財

政という３つの主要なものが書かれていますが、豊かな自然

環境が良好な形で維持されているという大前提があると思

います。あとは、暮らしていて、安全であるということ。大

涌谷ですとか、心配なことはありますが、基本的には、でき

る範囲で安全に保たれているということがあってのこのサ

イクルであると思います。ここに書くかどうかは別にして、

自然環境が良い形で維持されるというのは当然のこととし

て検討していただきたいと思います。 

 

13 ページのこのサイクルは、とてもよく考えられていると

いうことは分かります。14 ページ重点課題に集中して３つの

柱（暮らし、観光、行財政）の好循環を目指す、その前提と

して、「あれもこれも」ではなく、「あれかこれか」というこ

とですが、正直、暮らしの分野が入った瞬間に、全てが入っ

てしまうのではないかと思います。定住促進で人が来たら、

当然子育てがあり、学校があり、親の介護もある。先ほど（水

野）委員がおっしゃったように、地域のコミュニティバスを

走らせて高齢者の送迎、ということも考えなくてはいけな

い。そうなると、結局「あれかこれか」にはならないのでは

ないでしょうか。あと、観光の部分についてですが、おそら

く産業を絞るということだと思いますが、都市部であれば製

造業も農業もありますが、箱根町は観光しかないですよね。

そもそも一択ではないかということです。そうなると、正直

「あれかこれか」になっていないと感じました。今ですと、

国も地方自治体も業務に追い立てられていて、何とかしなく

てはいけないということは、国の中で議論されています。理

由としては、職員が減っていることがひとつあると思いま

す。こうした課題に対し、国は地方に仕事を減らすように言

っていますが、生産性を上げろとも言っています。生産性を

上げるというのは、この緑色の部分、行財政運営の中での効

率的な運営やデジタルの導入に該当するかと思いますが、も
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うひとつ国が言っているのは、担い手を広げるということで

す。要は公務員だけではやりきれないから、民間と一緒に仕

事をやっていきなさい、つまりは官民連携ということです

が、その官民連携の視点が全く無いと思いました。 

 

はい。２点ご意見をいただいたかと思いますが、この 13 ペ

ージのサイクルが、実は「あれもこれも」になっているので

はないかということと、官民連携の視点、こちらは重要なポ

イントだと思います。総合計画は、実際問題としては、「あれ

もこれも」になると思います。 

 

どうしても行政運営として逃げられない分野や切り捨て

てはいけない分野はあると考えています。今はどこの自治体

も、「あれかこれかに絞ります」と言っていますが、個人的に

は、「あれもこれも」やらなくてはいけないのが行政だと感

じています。私としては、公務員だけでは難しいので、担い

手を広げていかなくてはならないという思いがありますの

で、そういった視点が少し足りないと感じました。 

 

そういうことですよね。やらなくてはいけないことは全て

やるということです。14 ページに「あれかこれか」と書いて

あるのは、見せ方をそうしますということだと理解していま

す。現行計画は基本的には同じフォーマットで全部書かれて

いるけれども、それをもう少しメリハリをつけた見せ方をす

るという意味合いであると私は理解をしています。やるべき

ことはきちんとやるけれども、力を入れてやることは、それ

を特出しして分かりやすく書くということであると。あと

は、箱根は観光しかないので、そもそも絞っていないだろう

というお話ですが、それはその通りですが、この図では、観

光のレベルアップを目指すということ言いたいのだと理解

しています。事務局、いかがでしょうか。 

 

会長がおっしゃる通り、見せ方がすごく大きいと思ってい

ます。今まではいろいろな分野を網羅的に、やるべきことを

やっているという状況を並べて書いていました。そうした部

分は、分野ごとに個別の計画を持っていますので、そこでし

っかり示せていければ良いと考えています。この 10 年間で
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注力すべきことを特に強調するような計画の見せ方にした

いと考えています。 

 

官民連携の部分というのは、サイクルの中には文言として

入っていませんが、入れていかなくてはいけないと感じまし

た。資料１の２ページ上段の現行計画の基本目標６には、「行

政の効率設計と官民協働体制の強化」とあります。現行計画

にもありますが、今後ますます、これからの時代では重要だ

という認識は持っていますので、13 ページのこの３つのサイ

クルの持続可能な行財政運営、３つ全てにかかってくるかも

しれませんが、官民連携についてどのように表現するかとい

うことは、事務局で検討させてください。 

 

委員は県の職員の方なので、その視点でのご意見をいただ

いたかと思いますが、官民連携という言葉は、慎重を要する

ものだと思っています。というのは、結局、行政が官民連携

というと、民間側からは、民間に全て押し付けるのかという

ような反応があるからです。ですから、書き方や内容はとて

も慎重に取り扱うことが重要です。先ほど委員が、自治会で

コミュニティバスの運行について考えたので、今後は支援し

てほしいということをおっしゃいましたが、これに行政が乗

ったら、立派な官民連携になりますよね。しかも、民間主導

です。そういったことを実際にできるような体制や体質に変

えていくということも官民連携だと思いますので、従来型の

枠組みだけでなく、箱根に合った官民連携の在り方というも

のを模索して、示していただきたいと思います。他にいかが

でしょうか。 

 

町側に質問ですが、資料１の 13 ページの青い部分、暮ら

し分野に、「箱根人
は こ ね び と

の育成」というものがありますが、具体的

にどういう人を目指すのか、イメージを教えていただきたい

です。 

 

教育委員会では、子どもに対する教育の中で、箱根に関す

る教育を通して箱根への愛着形成を図っており、その中で、

箱根人という名称を使っています。それを全体的に広げ、箱
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根に住まう人が町に誇りと愛着を持って住めるというよう

な、大人も含めた箱根に愛着を持った町民というイメージで

す。 

 

私は小田原在住で、箱根で働き始めてまだ１年ですが、気

づいた点がありお伺いしたいのですが、日常の買物不便や交

通渋滞が課題としてよく出てきていると思いますが、通勤し

ていて、駅前はやはり渋滞していることを実感しています。

実際、あの渋滞はいつぐらいから始まったものなのでしょう

か。あと、今まで何かしらの対策を行ったことはあるのでし

ょうか。 

 

以前は渋滞するのは土日祝くらいでした。コロナ禍の直前

くらいから、インバウンドが多くなり、平日でも渋滞するよ

うになりました。紅葉時期は別として、10 年くらい前は土日

祝だけだったと思います。今は平日でも、時間帯によっては

混む時間がありますから、インバウンドの影響かなと思いま

す。 

 

現在、仙石原や強羅には、外部の大手資本や外国資本が入

ってきていて、大きな施設が今後ますます増えることが想定

されます。そうなると、観光客増に伴い、車も増えると思い

ますので、交通の部分はもっと深刻になってくるのではない

かと思います。町が湯本の渋滞に対して、なぜ渋滞が起きて

いるのかなどという分析をしているのかは分かりませんが、

結局は湯本のセブンイレブン前の横断歩道での人の横断で

車の流れが止まっていて、そこを過ぎるとスムースに流れて

いるので、あの場所が渋滞の要因なのではないかと思ってい

ます。今どき歩道橋かという意見もあろうかと思いますが、

歩道橋ですとか、歩行者天国にしてしまってバイパスを作る

とか、今すぐにはできないかとは思いますが、今後の観光客

増を考えると、今のうちに渋滞を何とかしないと、箱根に来

たのに、一日渋滞で終わってしまったということが出てくる

可能性もあり、本当にもったいないと思います。世界の箱根

なので、対策をしていく必要があると思いました。 

 

渋滞対策としては、町単独というよりは、交通事業者や県
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と一緒に取り組んできています。こういったことについて、

皆さんに伝えられていないという現状がありますが、例えば

湯本駅のペデストリアンデッキの設置は、渋滞対策の一環で

行ったことでもあります。昔は地下道として通路がありまし

たが、その代替の役割を持つ、道路の附帯施設として、ペデ

ストリアンデッキは整備されたという経緯があります。ま

た、箱根新道が無料化されたことも、渋滞対策の一環ですし、

仙石原から南足柄へ抜けるはこね金太郎ライン、この道路に

ついても、渋滞対策に一部寄与するというコンセプトで、県

が巨額を投じて整備したものです。こういった取組みを行っ

ているものの、渋滞がなかなか改善していかないことに加

え、コロナ禍を経て、インバウンドがこれだけ増えるという

予想もしていませんでしたが、何とか対策をしていかなけれ

ばならないという認識は持っていますし、現在も、町と県の

関係機関で情報交換を定期的に行い、行政ができることにつ

いて話し合いの場を設けているところです。ただ、なかなか

進まないというのが現状です。究極論として、バイパスを通

してはどうかということは、実際に町長が県に対して伝えた

こともあります。しかしながら、バイパス建設は現実的では

ないので、宮城野から小田原の久野に抜ける足柄幹線林道を

一般道化し、通年通行ができるようにしてほしいという要望

を、ここ数年繰り返し、知事に対して直接町長が伝えている

ところです。そちらもなかなか難しいのが現状ですが、粘り

強く継続していく必要性は認識しています。 

委員がおっしゃるとおり、日本全体でインバウンドの昨年

の入込観光客数は 4,000 万人を超えており、さらに増えるこ

とが予想されるという状況では、対処していかないと既に不

満が出ている部分にさらに不満が上乗せされてしまうので、

何とか少しでも進められるように取組みを考えていきたい

と思います。 

 

冒頭で、私が観光客年間 2,000 万人はマックスかどうかお

伺いしましたが、仮に今後増えていくとすると、インバウン

ドがほとんどを占めるという可能性が高いのではないかと

思います。それを想定しつつ、交通は、アンケートから分か

るように住民にとっても大問題ですし、産業面でもネックに

なっているので、先ほど部長がおっしゃったように、いろい
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ろな取組みをしているもののうまくいかないという面があ

り、永遠の課題かもしれませんが、何らかの踏み込んだ対策

をぜひ検討していただきたいと思います。 

 

渋滞が町民にとっての大きな課題であると認識しつつ、第

６次総合計画には、渋滞対策で具体的に何をするのかという

ことが書かれていないのは、町民からすればおかしな話だと

思っています。先ほど部長が話しましたけれど、できること

が限られている中で、県や国に要望することが、町が今でき

ることというのが現状です。次期総合計画に書かないわけに

はいかないと思っていますが、その書き方については、担当

課を含めて大きな課題であると感じているところです。 

 

そこは実施計画の重要なポイントですね。 

委員、いかがでしょうか。 

 

私が今一番気にかけているのは、若い独身の人で、ホテル

勤務で寮に入っている人に対して、出会いの場がもっとあっ

たら良いということです。箱根で出会って結婚して、箱根に

住んでいただきたいと思っています。先ほど、委員のお話に

もありましたが、若い人が集える、夜に遊ぶような場所があ

まりないです。私にも 30 代の息子がいますので、箱根のロ

ケーションを生かした、昔の「ねるとん紅鯨団」のようなイ

ベントを企画できたらすてきだと思います。お見合いだと引

いてしまうので、気軽に集まれる場所で、自然に出会えたら

いいと思います。 

 

箱根のホテルや旅館に働きに来た若者が、そういった楽し

みがないという理由で出ていってしまうというのが現状だ

と思っています。町としても、そこを何とかしたいという思

いで、婚活パーティになるとハードルが高いので、昨年は（伊

藤）委員にも来ていただきましたが、若者が気軽に集えるイ

ベントを、ＦＭヨコハマとの連携事業の中で民間の力を借り

つつ、ＤＪに来てもらい、湯本で開催しました。芦ノ湖の近

くからも参加してもらい、40 人くらいの若者の参加がありま

したが、とても喜んでもらえました。若い人がなかなか外に

出てきてくれないという現状もありますが、町としても、出
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来ることを頑張っていきたいと思っています。 

 

はい、ありがとうございます。そろそろ予定の時間が近づ

いてきました。本日、資料の数は多いですが、基本的には資

料１が中心ということで、改めて何かご質問やご意見はあり

ますでしょうか。 

 

町に質問ですが、財政力指数について、これは１を下回れ

ば交付税をもらえるということですが、人口は関係あります

か。 

 

人口だけが関係するとは一概には言えません。これは、国

が示す標準的なサービスを行うことに対し、どの程度歳入が

あるのかという計算を行い、その結果、箱根町は 1.3 という

数字になってはいますが、ごみ処理や下水道、消防など、山

岳地ゆえ各所に施設がある部分、観光客分を加味したような

部分というのは考慮されていません。計算上は標準的なサー

ビスは十分できることになっていますが、実態は、人口１万

1,000 人弱の町が 2,000 万人の観光客を迎え入れて、ごみ処

理や消防・救助活動をしなくてはならず、莫大なお金がかか

っているという部分が加味されてないので、総務省にも、こ

の制度の見直しについて県を通じて訴えていますが、全国一

律の基準であることから、なかなか聞き入れてもらえないと

いうのが実情です。諦めず、機会がある度に、国会議員を通

じて要望するなどの取組みは継続的に行っているところで

す。 

 

グラフを見ると、年々若干下がっていますが、今後１を下

回る可能性はあるのでしょうか。 

 

今より歳入が 10 億、20 億のレベルで少なくなった場合に

は、交付団体になるような状況になるかもしれませんが、現

実的にはあり得ないかと思います。 

 

人口が減ると、さらに１を下回りづらくなる構造になって

います。こういう財政構造の自治体は箱根だけで、国として

は、箱根だけ特別扱いにする理由がないので、算定方法の見
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直しは恐らく難しいだろうと思います。 

 

同じような自治体だと、軽井沢町くらいですか。 

 

軽井沢町は、箱根ほど観光客数が多くないことに加えて平

地ですから、箱根に比べて行政コストがかかりづらい構造

で、かなり余裕があります。ちょうど今、庁舎の建替えを検

討しているところだと思います。 

他にいかがでしょうか。本日、一番確認していただきたか

ったのは、資料１の特に最後の２ページ、13 ページと 14 ペ

ージに書かれているような箱根町の在り方を前提で、基本構

想については、こういう作り方をしていきたいということで

す。要するに「あれもこれも」ではないつくり方にしていき

たいと、先ほど委員からご指摘をいただきましたが、それを

踏まえつつ、このような方向性で今後進めてよろしいか、と

いうことです。本日ご了解いただけたら、次回の審議会では、

これを具体化した基本構想の案が出てくると思います。 

ではこの 13 ページと 14 ページを中心に、方向性はご了承

いただいたということでよろしいでしょうか。ありがとうご

ざいます。次回以降は、早めに資料を皆様にお届けできるよ

うに、私も協力していきたいと思います。 

それでは、質疑はここまでとさせていただきます。 

本日、様々なご質問やご意見をいただきましたので、それ

らを十分に、今後の計画策定に反映するよう、事務局は検討

をお願いします。 

議題は以上ですが、事務局から何かありますでしょうか。 

 

議事録の作成をしますので、案の作成が終わりましたら皆

さんにご確認いただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

長時間にわたり熱心なご議論をいただき、ありがとうござ

います。会長からお話がありましたように、今後、計画の詳

細な策定作業が進んでまいりますので、今後ともお力添えを

いただきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいた

します。本日はありがとうございました。 

以上 


